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ⅠⅠ  竹竹原原市市のの概概要要  

 
１  地  勢 
   面積１１８.２３㎢(東西２１．２㎞･南北１４．７㎞)竹原市は、広島

県沿岸部のほぼ中央に位置し、東・北・西を山で囲まれているが、南部

は広く瀬戸内海に面している。市の中央を流れる賀茂川の流域と沿岸部

に平野が広がっておりその周辺に人口が集中して市街地を形成して居

る。また、年間平均気温１６．９度、年間降水量１５４９．０㎜と温暖

な気候にも恵まれ、南部地域では、ぶどう・じゃがいも等の農作物の栽

培が盛んで、市の特産物となっている。 
(面積 令和７年１月１日現在、気温･降水量 令和６年１月分～令和６年１２月分) 

 
２  歴  史 
   市北部には壮大な古墳群があり、縄文時代の遺跡や古墳時代の横穴式石室が発見されており、

今から約 ３，０００年前の昔から人々の生活が営まれていたと推定される。 

   大化の改新(６４５年)後、古代山陽道が整備されて都宇駅が置かれ、古くから交通の要所で

あった。平安時代には京都下鴨神社の荘園となり、竹原荘と呼ばれた(１０９０年)。 鎌倉時代

には竹原小早川家が創設され(１２５８年) 、小早川家の隆盛と共に竹原は発展した。 

江戸時代に入浜式塩田が開かれ(１６５０年) 、竹原は急速に発展し、瀬戸内海屈指の製塩地

として繁栄した。この豊かな経済基盤に支えられ儒学等が栄え、賴家一門を始めとする多くの

文人、学者が生まれた。 

   明治時代に入ると、古くから商港として栄えた忠海に、豊田郡役所(１８７８年)や税務署(１

８９６年)等が置かれ、豊田郡の中心地として大いに栄えた。昭和１０年の呉線全線開通と、同

１２年の昭和鉱業（現三井金属鉱業）操業により近代的都市へと躍進した。 

竹原町は、昭和２７年から同３１年までに下野村・東野村・大乗村・南方村の小梨地区、そ

して荘野村・田万里村及び吉名村と賀永村の仁賀地区を編入し、昭和３３年に忠海町と合併し

て市制を施行し、現在に至っている。 

 

３  人口・世帯数の推移     (令和７年４月３０日現在) 

⑴  人  口  ２２，２９９人  

             男 １０，６８７人 

             女 １１，６１２人 

 

⑵  世帯数  １１，８１２世帯  
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ⅡⅡ  令令和和７７年年度度竹竹原原市市教教育育行行政政のの目目標標  
 
  竹原市は、本格的な人口減少社会が到来する中、持続可能な都市として発展していくため、本市

の強みである「人と人の顔が見えるコミュニティ」を未来への礎として、市民と行政が一体となっ

てまちづくりに取り組み、賑わいや活力を生み出していくため、平成３１年３月「第６次竹原市総

合計画」を策定した。この計画ではめざすまちの姿を『元気と笑顔が織り成す暮らし誇らし、竹原

市』と定め、市民と行政が目指すべきまちの姿を共有し、それぞれが自身の役割と責任を担いなが

ら、地域課題を一緒に解決することにより、誰もが住みやすさを実感し、誇らしいと思えるまちづ

くりを目指している。 
 教育施策を『夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くことができる人材の育成』

と定め、安心と自信をもち子育てができるまち、子供の夢を応援するまち、知徳体のバランスのと

れた子供の育成ができるまち、そしてすべての人がさまざまな特性や違いを超えてお互いを尊重し、

それぞれの能力を発揮できるまちづくりを目指している。市民一人一人が、生きがいのある豊かな

市民生活を送ることができるために、教育行政の果たす役割は非常に重要である。 
 令和６年３月に策定した「竹原市教育大綱」では、これまでの取組を継承するとともに、目指す

べき姿を、「夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くことができる人材を育成して

いる」、「多彩な生涯学習の場が充実し、それらを担い、推進していく人材が育っている」、「青少年

が健全に成長できる環境が充実している」、「歴史と文化財が保存・継承され、地域の活性化に活か

されている」と定め、安心と自信をもち子育てができる環境の充実、次代を担う子どもの育成、生

涯にわたり地域で活きいきと活躍できる生涯学習の推進、文化財の更なる活用、魅力づくりの具体

化を図る。 

 

  教育行政の目標 
 
    １  「夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くことができる人材の育成」

を目指し、「地域とともにある信頼される学校づくりの推進」「幼保小連携教育の推進」「確

かな学力の向上」「豊かな心の育成」「健やかな体の育成」「充実した教育環境づくり」を基

本方針とした、地域とともにある学校づくりの推進、幼保小連携・接続体制の充実、「主体

的な学び」を促す教育活動の推進、基礎学力の定着・向上、生徒指導の充実、体力つくり

の充実、小中一貫教育の推進、学校の適正配置 
 
    ２  多彩な生涯学習の場の充実及び推進していく人材の育成を目指して、「生涯学習拠点・機

会の充実」「学校と地域の協働による生涯学習の推進」「スポーツ、芸術・文化の振興」 
 
    ３  歴史と文化財が保存・継承され、地域の活性化に活かされることを目指して、「文化財の

保存・継承の推進」「文化財の活用の推進」「歴史資産の普及啓発の推進」 
 
  ４  青少年が健全に成長できることを目指して、「青少年の健全育成に向けた環境づくりの推

進」 
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ⅢⅢ  教教育育長長及及びび教教育育委委員員のの構構成成  
 
 

                                    （令和７年６月２１日現在）  

役 職 名 氏   名 
最 初 の 就 任 年 月 日 
任 期 満 了 年 月 日 

教育長 高 田  英 弘 
平成３０年 ４月 １日 
令和１０年 ６月２０日 

教育長職務代理者 浅 野   稔 
平成２５年 ２月 １日 
令和１１年 １月３１日 

委 員 竹 下  純 子 
平成３１年 ２月 １日 
令和 ９年 １月３１日 

委 員 西 川  敏 博 
平成３１年 ２月 １日 
令和 ９年 １月３１日 

委 員 有 田  志 穂 
令和 ４年 １月３１日 
令和 ８年 １月３０日 

委 員 永 福  まどか 
令和 ６年 ６月２１日 
令和１０年 ６月２０日 

 
 

ⅣⅣ  教教育育委委員員会会事事務務局局のの構構成成・・事事務務分分掌掌  
 

１ 教育委員会の機構 
⑴ 所在地 竹原市中央五丁目６番２８号 
⑵ 事務局・学校その他の教育機関 

 
   教育長  教育次長  参事    総務学事課        教育総務係 
                                 学事係 
                                 人事管理担当 
                                 教育指導担当 
 
                                 学校給食センター   
                                 小学校       ７校 
                                 中学校       ２校 
                                 義務教育学校    ２校 
 
                    文化生涯学習課      生涯学習係 
                                 文化財保護係 
 
                                 竹原書院図書館 
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２ 竹原市教育委員会事務局事務分掌 
総総務務学学事事課課  
教育総務係 

   （１） 教育委員会の会議に関すること。 
   （２） 教育行政の企画及び総合調整に関すること。 
   （３） 教育委員会の権限に属する事務の補助執行に係る連絡調整に関すること。 
   （４） 教育委員会及び学校その他の教育機関の市費負担職員の任免給与の人事に関すること。 

 （５） 公印の管守に関すること。 

 （６） 公文書の受付、発送及び整理に関すること。 

 （７） 教育委員会に係る歳入歳出予算に関すること。 

 （８） 調査統計に関すること。（他課に属さないもの） 

 （９） 教育財産の取得及び処分に関すること。 

 （10） 教育委員会規則等の制定又は改廃に関すること。 

 （11） 請願、陳情等に関すること。 

 （12） 叙勲申請等に関すること。 

 （13） 教育行政相談に関すること。 

 （14） 教育委員会各課の連絡調整に関すること。 

 （15） 総合教育会議の連絡調整に関すること。 

 （16） その他、課の庶務に関すること。 

 （17） その他、他の課の所掌に属しない事項に関すること。 

学事係 
 （１） 通学区域に関すること。 
 （２） 児童及び生徒の就学に関すること。 
 （３） 教職員並びに児童生徒の保健、安全、厚生、福祉及び環境衛生に関すること。 
 （４） 教具その他備品に関すること。 
 （５） 就学援助、就学奨励に関すること。 
 （６） 学校給食に関すること。 
 （７） 学校等施設に関すること。 
 （８） 奨学金に関すること。 
 （９） その他学校教育に関すること。 

 人事管理担当 
 （１） 校長、教職員等県費負担職員の任免、給与その他人事に関すること。 

 （２） 学級編制に関すること。 

 （３） 学校経営の指導及び支援等に関すること。 

 教育指導担当 

   （１） 学校教育の調査統計に関すること。 

   （２） 学校図書館に関すること。 

 （３） 学校関係諸機関との連絡に関すること。 

 （４） 教育課程に関すること。 

 （５） 教育内容に関すること。 

 （６） 学習指導に関すること。 

 （７） 生徒指導に関すること。 

 （８） 教職員の研修に関すること。 

 （９） 教科書の採択に関すること。 

 （10） 竹原市教育支援センターに関すること。 
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文文化化生生涯涯学学習習課課  
生涯学習係 

  （１） 社会教育委員及び社会教育関係委員に関すること。 

  （２） 生涯学習（竹原市地域交流センターにおける生涯学習に関する活動の振興を除く。）の推進に

関すること。 

  （３） スポーツ推進審議会委員に関すること。 

  （４） スポーツ推進委員に関すること。 

  （５） スポーツの振興に関すること。 

  （６） スポーツ関係施設に関すること。 

  （７） 芸術文化（竹原市美術品に係る収集、保管、展示及び調査研究に関することを除く。）に関す

ること。 

  （８） 教育集会所の管理運営に関すること。 

  （９） 市立竹原書院図書館に関すること。 

  （10） その他生涯学習に関すること。 

  （11） 課内庶務に関すること。 

 文化財保護係 

  （１） 文化財及び関係施設に関すること。 

  （２） 市史に関すること。 

  （３） 歴史的風致維持向上計画（文化・文化財部門）に関すること。 

  （４） 町並み保存センターに関すること。 

  （５） 歴史民俗資料館に関すること。 

  （６） 竹原市美術品に係る収集、保管、展示及び調査研究に関すること。 
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  （２） 市史に関すること。 

  （３） 歴史的風致維持向上計画（文化・文化財部門）に関すること。 

  （４） 町並み保存センターに関すること。 

  （５） 歴史民俗資料館に関すること。 

  （６） 竹原市美術品に係る収集、保管、展示及び調査研究に関すること。 

 

ⅤⅤ  教教育育費費科科目目別別当当初初予予算算のの推推移移
(単位：千円）

令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

758,093 913,445 931,741 987,898 1,279,329

 教育総務費 185,278 174,756 176,102 226,147 514,095

教育委員会費 2,861 2,907 2,977 3,080 3,023

事務局費  111,571 93,395 94,599 119,651 122,292

教育指導費 69,961 77,961 77,584 71,711 112,643

就学奨励費 885 493 942 705 985

義務教育学校整備費 31,000 275,152

 小 学 校 費 182,730 290,123 183,333 272,500 241,469

学校管理費 158,316 264,659 151,135 213,393 210,227

教育振興費 24,414 25,464 32,198 59,107 31,242

 中 学 校 費 97,746 142,072 277,385 131,625 130,832

学校管理費 74,471 119,742 250,504 104,816 104,017

教育振興費 23,275 22,330 26,881 26,809 26,815

 社会教育費 183,200 198,821 179,627 241,288 248,409

社会教育総務費 58,906 55,846 57,130 53,095 63,156

図書館費 53,937 53,885 53,950 54,251 54,602

文化財保護費 50,519 67,165 64,228 108,186 116,851

美術館費 18,298 20,018 1,845 1,518 2,359

文化振興費 1,540 1,907 2,474 24,238 11,441

 保健体育費 109,139 107,673 115,294 116,338 144,524

保健体育総務費 7,469 6,924 7,515 7,554 6,713

体育施設費 1,482 1,474 931 937 31,142

学校給食費 100,188 99,275 106,848 107,847 106,669

科　　　　　目

教    育    費

- 6 -
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ⅥⅥ  竹竹原原市市立立小小学学校校・・中中学学校校・・義義務務教教育育学学校校のの現現況況  
令令

和和
７７

年年
度度

  竹竹
原原

市市
学学

校校
教教

育育
ビビ

ジジ
ョョ

ンン

○○
小小

中中
一一

貫貫
教教

育育
のの

推推
進進

  【【
重重

点点
】】

○○
学学

校校
のの

適適
正正

配配
置置

  【【
重重

点点
】】

○○
生生

徒徒
指指

導導
のの

充充
実実

  【【
重重

点点
】】

○
道

徳
教

育
の

充
実

○
体

験
活

動
の

充
実

○
伝

統
・
文

化
等

に
関

す
る

教
育

の
推

進
○

キ
ャ

リ
ア

教
育

の
充

実

夢 を も ち 、 多 様 な 人 々 と 協 働 し 、 社 会 を 主 体 的 に

生 き 抜 く こ と が で き る 人 材 の 育 成

◎◎
子子

供供
のの

育育
ちち

やや
学学

びび
をを

つつ
なな

ぐぐ
たた

めめ
のの

連連
携携

・・
接接

続続
体体

制制
のの

充充
実実

○
育

み
た

い
資

質
・
能

力
を

考
慮

し
た

ス
タ

ー
ト

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
・
改

善
○

学
び

の
連

続
性

を
意

識
し

た
指

導
の

工
夫

幼幼
保保

小小
連連

携携
教教

育育
のの

推推
進進

○○
連連

携携
・・
接接

続続
体体

制制
のの

充充
実実

  【【
重重

点点
】】

○
接

続
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

充
実

◎◎
一一

人人
１１

台台
端端

末末
をを

基基
盤盤

とと
しし

たた
個個

別別
最最

適適
なな

学学
びび

とと
協協

働働
的的

なな
学学

びび
のの

一一
体体

的的
充充

実実
◎◎

学学
力力

等等
にに

課課
題題

がが
ああ

るる
児児

童童
生生

徒徒
へへ

のの
指指

導導
のの

充充
実実

○
効

果
的

な
IC

T
活

用
教

育
の

充
実

・
発

展

○
探

究
的

な
学

習
の

充
実

に
向

け
た

授
業

の
実

践
・
充

実
○

英
語

に
よ

る
言

語
活

動
を

基
盤

と
し

た
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

の
推

進
○

一
人

一
人

の
教

育
的

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
き

め
細

か
い

指
導

や
支

援
の

充
実

○
創

意
工

夫
を

生
か

し
た

読
書

活
動

の
推

進

◎◎
運運

動動
やや

スス
ポポ

ーー
ツツ

好好
きき

なな
児児

童童
生生

徒徒
のの

育育
成成

にに
向向

けけ
たた

指指
導導

のの
充充

実実

○
早

寝
･早

起
き

･朝
ご

は
ん

の
定

着
を

め
ざ

し
た

生
活

リ
ズ

ム
の

確
立

○
学

校
給

食
指

導
を

通
し

た
日

常
的

な
食

育
の

推
進

◎◎
ココ

ミミ
ュュ

ニニ
テテ

ィィ
・・
スス

クク
ーー

ルル
のの

充充
実実

・・
発発

展展
○

主
体

的
で

創
意

工
夫

の
あ

る
教

育
活

動
の

展
開

○
組

織
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
に

よ
る

計
画

的
・
組

織
的

・
継

続
的

な
人

材
育

成
○

竹
原

の
子

供
を

愛
す

る
活

力
あ

る
教

職
員

の
育

成
○

不
祥

事
防

止
委

員
会

の
機

能
化

と
服

務
規

律
の

確
保

◎◎
育育

みみ
たた

いい
資資

質質
・・
能能

力力
をを

明明
確確

にに
しし

たた
、、

９９
年年

間間
をを

見見
通通

しし
たた

指指
導導

のの
徹徹

底底
◎◎

竹竹
原原

市市
立立

学学
校校

適適
正正

配配
置置

計計
画画

のの
推推

進進
○

教
育

活
動

に
関

す
る

積
極

的
な

情
報

発
信

基基
  
本本

  
方方

  
針針

主主
  
なな
  
取取

  
組組

具具
  
体体

  
的的

  
施施

  
策策

◎◎
全全

てて
のの

児児
童童

生生
徒徒

をを
対対

象象
とと

しし
たた

発発
達達

支支
持持

的的
生生

徒徒
指指

導導
のの

充充
実実

◎◎
不不

登登
校校

等等
児児

童童
生生

徒徒
へへ

のの
支支

援援
のの

充充
実実

○
組

織
的

な
生

徒
指

導
体

制
及

び
教

育
相

談
体

制
の

確
立

○
全

教
育

活
動

を
通

じ
て

行
う

道
徳

教
育

の
推

進

○
体

験
活

動
を

通
し

た
資

質
・
能

力
の

育
成

○
地

域
の

人
材

や
教

材
等

を
活

用
し

た
教

育
活

動
の

充
実

○
発

達
の

段
階

に
応

じ
た

体
系

的
・
系

統
的

な
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

充
実

「「
豊豊

かか
なな

心心
」」

のの
育育

成成

「「
確確

かか
なな

学学
力力

」」

のの
向向

上上

「「
健健

やや
かか

なな
体体

」」

のの
育育

成成

地地
域域

とと
とと

もも
にに

ああ
るる

信信
頼頼

ささ
れれ

るる

学学
校校

づづ
くく

りり
のの

推推
進進

充充
実実

しし
たた

教教
育育

環環
境境

づづ
くく

りり

○○
体体

力力
つつ

くく
りり

のの
充充

実実
  【【

重重
点点

】】
○

健
康

教
育

の
充

実
○

食
育

の
充

実

○○
地地

域域
とと

とと
もも

にに
ああ

るる
学学

校校
づづ

くく
りり

のの
推推

進進
【【
重重

点点
】】

○
学

校
の

自
主

性
・
自

律
性

の
確

立
○

人
材

育
成

の
推

進

○○
「「
主主

体体
的的

なな
学学

びび
」」
をを

促促
すす

教教
育育

活活
動動

のの
推推

進進
  【【

重重
点点

】】
○○

基基
礎礎

学学
力力

のの
定定

着着
・・
向向

上上
  【【

重重
点点

】】
○

IC
T
活

用
教

育
の

推
進

○
特

別
支

援
教

育
の

推
進

○
こ

と
ば

の
教

育
の

推
進

※
◎

は
重

点
取

組
に

対
応

し
た

施
策

学 校 に お け る 働 き 方 改 革 の 推 進
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を
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○
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び
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連

続
性

を
意

識
し

た
指

導
の

工
夫
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携携
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接
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キ

ュ
ラ

ム
の

充
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盤盤
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最最

適適
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学学
びび
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働働
的的
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学学

びび
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体体
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充充

実実
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実
○
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活
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た
グ

ロ
ー

バ
ル

教
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の
推

進
○

一
人

一
人

の
教

育
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ニ
ー

ズ
に

応
じ
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き
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か
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や
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援
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○
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し
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を
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◎◎
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具具
  
体体

  
的的

  
施施

  
策策

◎◎
全全

てて
のの

児児
童童

生生
徒徒

をを
対対

象象
とと

しし
たた

発発
達達

支支
持持

的的
生生

徒徒
指指

導導
のの

充充
実実

◎◎
不不

登登
校校

等等
児児

童童
生生

徒徒
へへ

のの
支支

援援
のの

充充
実実

○
組

織
的

な
生

徒
指

導
体

制
及

び
教

育
相

談
体

制
の

確
立

○
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大大乗乗小小学学校校  

郵便番号 729-2313
所 在 地 竹原市高崎町 185 番地 7 
校 長 柏木 雅子

学 級 数 7 児 童 数 35 
電 話 0846-24-1155 
Ｅメール oonori-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■校訓■ －正しく 強く 仲よく－

■教育目標■
夢夢にに向向かかっってて『『主主体体的的・・協協働働的的』』にに伸伸びび合合うう

～気づき、考え、つながり、輝く～

■めざす子ども像■

■めざす学校像■

■学区の概要■
 校区は、市南東部、風光明媚な瀬戸内の波に沿うように広がっ
ている。また、ピースリーホームバンブー総合公園や栽培漁業セ

ンターなど自然と関わりが深い施設があり、教育活動に活用して
いる。また「福田の獅子舞」等、文化・伝統豊かな地域でもある。
令和３年度よりコミュニティ・スクールとして始動する中、書道・

太鼓・絵画・郷土史など造詣が深い地域の人材が学校教育に参画
し、児童の学びをより豊かなものにしている。

■研究主題■

言言葉葉にによよるる見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせ、、自自分分のの考考ええをを表表現現ででききるる児児童童のの育育成成

―児童が主体的に読みの視点（フレーム）を活用する授業づくりを通して―

■特色ある教育活動■

竹竹原原小小学学校校  

郵便番号 725-0023
所 在 地 竹原市田ノ浦二丁目 5 番 1 号 
校 長 吉田 美和

学 級 数 9 児 童 数 163 
電 話 0846-22-2105 
Ｅメール takehara-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■学区の概要■

○本校の校区は、小京都「たけはら｣と呼ばれる竹原市街のほ

ぼ中央に位置し、往時は塩田で栄えた古くからの町である。

背後には緑豊かな山々が連なり、前には瀬戸の海が広がる

風光明媚な所である。

○校区には、江戸時代の町並みが残る「町並み保存地区」が

あり、周辺は主に商店街と住宅街である。

〇令和２年度からコミュニティ・スクールとなり、地域とと

もにある学校づくりを進めている。

■研究主題■

■特色ある教育活動■

教育目標 
自ら学び、つながり、発見する子供の育成 

〈めざす子ども像〉 
〇主体的、協働的に学ぶ自立した学習者 
〇夢や目標に向かって仲間と互いに高めあえる児童 
〇元気で気持ちの良いあいさつをする児童 
〇感謝と思いやりの心を大切にする児童 

授授業業観観ののアアッッププデデーートト！！  
～自立した学習者を育てる授業づくり～ 

【確かな学力】 ○主体的・対話的で深い学びのある

授業づくりの推進

○ＩＣＴの効果的な活用

○総合的な学習の時間の充実

○読書活動の推進

【豊かな心】 ○ウェルビーイングの向上

○いじめの未然防止、適切な対応

○道徳教育の充実

○特別支援教育

○体験活動の充実

【健やかな心】 ○運動やスポーツ好きな児童を育成する

取組の充実

○基本的生活習慣の確立

○食育の充実

【信頼される学校】 ○地域と一体となった特色ある学校づくり 

○持続可能な社会の創造に向けた資質・

能力の育成

○幼保小中を見通した指導の徹底

○働き方改革の実現に向けた環境整備

笑笑 
しょう

楽楽 
がっ

考考 
こう

《笑》顔であいさつ 

《楽》しく学習・体験つながる 

しっかり《考》える 

力力をを合合わわせせ  ききららりり輝輝けけ  大大乗乗っっ子子  

主主体体的的・・協協働働的的 自自尊尊感感情情

豊かな心((徳徳)) 
主体的に取り組む 

○フレームリーディ
ングを取り入れ
ることにより、主
体的に対話する
国語科の授業改
善を行います。

○各教科の見方・
考え方を大事に
した授業実践を
します。

○確実に学力を定
着させるための
指導を行いま
す。〈漢字・計算・
読解〉

○学級経営を中核
とした児童の自己
有用感を高める
取組を実施しま
す。 

○全校遊び・縦割り
班活動などを計
画的に行う中で、
自己有用感を育
む活動を設定し、
学級や学校の役
に立った姿等を
お互いに評価し
合います。

○体育朝会や体育
科の準備運動で
課題になった項目
の力を高める運動
を取り入れます。
また、体育科の学
習指導を工夫し、
スポーツの楽しさ
を感じさせます。

○教員の他、児童会
や体育委員会が
中心となって外遊
びを励行させる取
組を計画・実施し
ます。
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中中通通小小学学校校  
 

郵便番号 725-0012 
所 在 地 竹原市下野町 3469 番地 
校 長 元永 圭一 
学 級 数 7 児 童 数 110 
電 話 0846-22-2606 
Ｅメール nakadoori-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■教育目標■ 
自自らら学学びび、、ととももにに学学びび合合いい、、ととももにに伸伸びびるる  

 
■育てたい資質・能力■ 
○ 協働する力  ○ わかる・できる力 

○ 伝える力   ○ 自分から学ぶ力 

  
■学区の概要■ 
 西に朝日山（標高４５４ｍ）がそびえ、中央に北西
から賀茂川が流れ、その河岸に、国道２号線より竹原
市を結ぶ国道４３２号線が通り抜けている。また、沿
道には大型スーパー、運輸会社、自動車販売会社など
が並んでいる。地域の教育力が高く、学校と地域との
連携により様々な活動が行われている。令和３年度よ
り学校運営協議会制度を導入し、コミュニティ・スク
ールとなった。 

  

 
■研究主題■ 

自自立立ししたた学学習習者者のの育育成成  

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を通して～ 

■特色ある教育活動■ 
 
 
 
 

  
  

竹竹原原西西小小学学校校  
 

郵便番号 725-0021 
所 在 地 竹原市竹原町 2440 番地 
校 長 藏本 利恵 
学 級 数 10 児 童 数 188 
電 話 0846-22-0946 
Ｅメール takeharanishi-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

 
■教育目標■ 
  主主体体的的にに学学びび  ととももにに未未来来をを創創るる  
 
■めざす子ども像■ 
○ なりたい自分をめざし自ら学ぶ児童 
○ 責任ある行動ができる児童 
○ 協働して課題を解決する児童 
 
■学区の概要■ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■研究主題■ 

読読みみをを深深めめ、、自自分分のの考考ええをを形形成成すするる力力のの育育成成  
～フレームリーディングによる読解を通して～ 

 
■特色ある教育活動■ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 竹原西小学校は、安芸の小京都と呼ばれる竹原市
のほぼ中心に位置し、学校のすぐ東側を賀茂川が流
れ周囲を葡萄畑や住宅地に囲まれた落ち着いた環境
にある。明治６年創立の明親館を前身とする本校は、
令和３年度から学校運営協議会制度を導入し、コミ
ュニティ・スクールとしての歩みを進めている。 
 保護者も地域の方も協力的で、ＰＴＡ活動にも多
くの参加があり、活気ある教育活動が行われている。 
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中中通通小小学学校校  
 

郵便番号 725-0012 
所 在 地 竹原市下野町 3469 番地 
校 長 元永 圭一 
学 級 数 7 児 童 数 110 
電 話 0846-22-2606 
Ｅメール nakadoori-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■教育目標■ 
自自らら学学びび、、ととももにに学学びび合合いい、、ととももにに伸伸びびるる  

 
■育てたい資質・能力■ 
○ 協働する力  ○ わかる・できる力 

○ 伝える力   ○ 自分から学ぶ力 

  
■学区の概要■ 
 西に朝日山（標高４５４ｍ）がそびえ、中央に北西
から賀茂川が流れ、その河岸に、国道２号線より竹原
市を結ぶ国道４３２号線が通り抜けている。また、沿
道には大型スーパー、運輸会社、自動車販売会社など
が並んでいる。地域の教育力が高く、学校と地域との
連携により様々な活動が行われている。令和３年度よ
り学校運営協議会制度を導入し、コミュニティ・スク
ールとなった。 

  

 
■研究主題■ 

自自立立ししたた学学習習者者のの育育成成  

～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を通して～ 

■特色ある教育活動■ 
 
 
 
 

  
  

竹竹原原西西小小学学校校  
 

郵便番号 725-0021 
所 在 地 竹原市竹原町 2440 番地 
校 長 藏本 利恵 
学 級 数 10 児 童 数 188 
電 話 0846-22-0946 
Ｅメール takeharanishi-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

 
■教育目標■ 
  主主体体的的にに学学びび  ととももにに未未来来をを創創るる  
 
■めざす子ども像■ 
○ なりたい自分をめざし自ら学ぶ児童 
○ 責任ある行動ができる児童 
○ 協働して課題を解決する児童 
 
■学区の概要■ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
■研究主題■ 

読読みみをを深深めめ、、自自分分のの考考ええをを形形成成すするる力力のの育育成成  
～フレームリーディングによる読解を通して～ 

 
■特色ある教育活動■ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 竹原西小学校は、安芸の小京都と呼ばれる竹原市
のほぼ中心に位置し、学校のすぐ東側を賀茂川が流
れ周囲を葡萄畑や住宅地に囲まれた落ち着いた環境
にある。明治６年創立の明親館を前身とする本校は、
令和３年度から学校運営協議会制度を導入し、コミ
ュニティ・スクールとしての歩みを進めている。 
 保護者も地域の方も協力的で、ＰＴＡ活動にも多
くの参加があり、活気ある教育活動が行われている。 
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東東野野小小学学校校  
 

郵便番号 725-0004 
所 在 地 竹原市東野町 914 番地 
校 長 大隅 雅浩 
学 級 数 4 児 童 数 15 
電 話 0846-29-0114 
Ｅメール higashino-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■教育目標■ 
自ら学び、共に伸びる 

■めざす子ども像■ 
気づき・考え・実行する子 

■育てる資質・能力■ 
自己指導能力 表現する力 協働する力 

■学区の概要■ 
本校は、竹原市中心部と国道２号線を結ぶ国道４３２号

線の中間の西側山麓に位置している。昨年度開校 150 周年
を迎えた。 
 町内の自治会・高齢者団体等は、学校の教育活動にとて
も協力的であり、地域全体で子供たちを育てていこうとい
う教育的風土がある。その中で、コミュニティ・スクール
として５年目を迎え、地域に学び・地域と学ぶ社会に開か
れた教育課程を展開している。 

 
■研究主題■ 

主体的に学び合う児童生徒の育成 
～日常生活につなげる道徳教育の充実を通して～ 

■特色ある教育活動■ 
 
○小・中９年間を見通した道徳教育の充実 
  道徳教育推進拠点地域事業中心校としての研究の推進
○変化に対応し協働する心の育成 
  東野夢プロジェクト  

異年齢集団活動の充実 
○健康を保持増進していく力の育成 
  ランランタイムの充実、外遊びの充実 
○地域とともにある学校づくりの推進～チーム東野～ 

コミュニティ・スクールの推進 

  
  

荘荘野野小小学学校校  
 

郵便番号 725-0002 
所 在 地 竹原市西野町 2025 番地 
校 長 富本 健司 
学 級 数 8 児 童 数 59 
電 話 0846-29-0002 
Ｅメール shouno-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■教育目標■ 
夢とおもてなしの心をもった児童の育成 

 ～地域とともに主体性と協働性を育む学校～ 
 ○夢や目標に向かい挑戦する児童 
 ○他者と協働して課題を解決する児童 
 ○地域を愛し大切にする児童 
■学区の概要■ 
竹原市の北西部、国道２号線と 432 号線との交差点の西

方に位置し、山に囲まれ、賀茂川、葛子川、田万里川が流

れ、自然豊かな田園地帯にある。北東に横大道古墳、南に

小早川隆景ゆかりの木村城址があるとともに、東西には旧

山陽道が走っており、歴史的に古い町である。また一昨年

度、創立 150 周年を迎えた。 
令和３年度からはコミュニティ・スクールとして、家庭

や地域と目指す児童像を共有し、協働して教育を推進して

いる。保護者や地域の方は学校教育への関心が高く、ＰＴ

Ａ活動及びボランティア活動などを通して、多くの協力や

支援をいただいている。 

 
■研究主題■ 
主体的に学び合う児童生徒の育成 
～数学的な見方・考え方を働かせ、学びを深める授業づくり～ 

■特色ある教育活動■ 
 

知 

徳 

体 

 

知知識識・・技技能能のの習習得得  

 チャレンジタイム、教科担任制 など 

主主体体的的なな学学びびのの促促進進  

 質の高い授業のための挑戦を続ける など 

特特別別支支援援教教育育のの充充実実  

  教育的ニーズに応じたきめ細かい指導や支援の充実 など 
  

人人間間関関係係形形成成能能力力のの育育成成  

 「おもてなしの心」を表す「あいさつ週間」 

挑挑戦戦すするる力力のの育育成成  

 協働して課題を解決する特別活動 

貢貢献献すするる心心のの育育成成  

 社会への貢献を経験する生活科、総合的な学習の時間及び 

特別活動 
 

体体力力のの向向上上  

 外遊び、ランニングタイム、なわとびタイム 

健健康康をを守守るる生生活活習習慣慣やや態態度度のの育育成成  

 生活がんばり、保健指導、給食指導  
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仁仁賀賀小小学学校校  
 

郵便番号 725-0005 

所 在 地 竹原市仁賀町 1280 番地 
校 長 山田 浩美 
学 級 数 3 児 童 数 9 

電 話 0846-29-0307 

Ｅメール nika-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

  
■教育目標■ 

 「自ら育つ 共に伸びる」 
   ～みんなでつくる みんなの学校～ 
  

■学区の概要■ 

 竹原市北西部に位置し、美しい賀茂川の流れに沿って田
畑があり、山からは鹿や猪等が学校近くまで降りてくる姿
がよく見かけられるなど、豊かな自然に恵まれている。地
域・保護者の教育への関心は高く、学校行事や多くの体験
学習に協力的である。美しい自然や地域の人たちに支えら
れ、地域合同行事や異学年集団による体験活動を通して、
主体的に学ぶ学習を進めている。 
 平成 13 年度から、自然環境が豊かな小規模校で地域や学
校が希望する学校を特別に指定し、保護者が希望する児童
に特別に入学・転学を認める小規模校入学特別認可制度を
実施している。 
 

 
■研究主題■ 

「主体的に学び合う児童生徒の育成」 
～国語科における資質・能力を育む授業づくり～ 

■特色ある教育活動■ 

  
  

 

【【知知】】基基礎礎・・基基本本のの徹徹底底：個々の基礎学力の向上、小中連携による家庭 

学習の習慣化（小中 9 年間の学びをつなぐ）、ICT の効果的な活用 

   主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの創創造造：複式・少人数の良さと強みを生か 

した指導方法の工夫 

【【心心】】望望ままししいい人人間間関関係係のの形形成成：一人一人が活躍できる場づくり、 

異年齢集団活動・児童会活動の充実による児童の自己有用感・ 

自己肯定感の向上、仁賀ふるさと学習の深化（和太鼓演奏・米作り 

・にじます飼育・書道教室・木彫教室・ICT の活用等） 

【【体体】】基基本本的的生生活活習習慣慣のの定定着着・・体体力力つつくくりり：運動が好きな児童の育成 

個別ファイルの活用、計画的な体力つくり（一輪車・水泳・マラソン 

・縄跳び等） 

   「早寝・早起き・朝ごはん」の定着 

【【信信】】ココミミュュニニテティィススククーールルのの充充実実・・発発展展：地域と連携協働した教育活動の 

充実（仁賀小まつり、社会見学、地域合同運動会、一鉢配り、神明ばやし等） 

積極的な公開と情報発信 
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仁仁賀賀小小学学校校  
 

郵便番号 725-0005 

所 在 地 竹原市仁賀町 1280 番地 
校 長 山田 浩美 
学 級 数 3 児 童 数 9 

電 話 0846-29-0307 

Ｅメール nika-e@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

  
■教育目標■ 

 「自ら育つ 共に伸びる」 
   ～みんなでつくる みんなの学校～ 
  

■学区の概要■ 

 竹原市北西部に位置し、美しい賀茂川の流れに沿って田
畑があり、山からは鹿や猪等が学校近くまで降りてくる姿
がよく見かけられるなど、豊かな自然に恵まれている。地
域・保護者の教育への関心は高く、学校行事や多くの体験
学習に協力的である。美しい自然や地域の人たちに支えら
れ、地域合同行事や異学年集団による体験活動を通して、
主体的に学ぶ学習を進めている。 
 平成 13 年度から、自然環境が豊かな小規模校で地域や学
校が希望する学校を特別に指定し、保護者が希望する児童
に特別に入学・転学を認める小規模校入学特別認可制度を
実施している。 
 

 
■研究主題■ 

「主体的に学び合う児童生徒の育成」 
～国語科における資質・能力を育む授業づくり～ 

■特色ある教育活動■ 

  
  

 

【【知知】】基基礎礎・・基基本本のの徹徹底底：個々の基礎学力の向上、小中連携による家庭 

学習の習慣化（小中 9 年間の学びをつなぐ）、ICT の効果的な活用 

   主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの創創造造：複式・少人数の良さと強みを生か 

した指導方法の工夫 

【【心心】】望望ままししいい人人間間関関係係のの形形成成：一人一人が活躍できる場づくり、 

異年齢集団活動・児童会活動の充実による児童の自己有用感・ 

自己肯定感の向上、仁賀ふるさと学習の深化（和太鼓演奏・米作り 

・にじます飼育・書道教室・木彫教室・ICT の活用等） 

【【体体】】基基本本的的生生活活習習慣慣のの定定着着・・体体力力つつくくりり：運動が好きな児童の育成 

個別ファイルの活用、計画的な体力つくり（一輪車・水泳・マラソン 

・縄跳び等） 

   「早寝・早起き・朝ごはん」の定着 

【【信信】】ココミミュュニニテティィススククーールルのの充充実実・・発発展展：地域と連携協働した教育活動の 

充実（仁賀小まつり、社会見学、地域合同運動会、一鉢配り、神明ばやし等） 

積極的な公開と情報発信 
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竹竹原原中中学学校校  
 

郵便番号 725-0012 
所 在 地 竹原市下野町 2230 番地 
校 長 吉本 康隆 
学 級 数 12 生 徒 数 255 
電 話 0846-22-2045 
Ｅメール takehara-takehara-j@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

■校訓■  「求真」 
■学校教育目標■ 
 誇りをもち 主体的に生きる生徒 の育成 

  ～ しなやかに たくましく ～ 
■学校経営方針■ 
  あらゆる教育活動を通して、学校運営協議会ととも
に生徒の「キャリア発達」を促す学校運営を行う 
 主体性を基盤とした教育活動の推進 

■学区の概要■ 
 南を瀬戸内海に面し、中央を賀茂川が流れる。竹原市は安

芸の小京都と呼ばれ、製塩や酒造業で栄えた歴史と文化の薫

り高い街である。 
 学区には大乗、竹原、中通、竹原西の４小学校があり、５

つの小中学校で９年間を見据え、「主体的・協働的に学び、 
自分の考えや思いを表現する児童生徒の育成」を研究テーマ

とし、小中一貫教育を推進している。 
 

 
 
 
 
 
 
 
■研究主題■ 

主体的に考え、表現する生徒の育成 
 

-「見方・考え方」の活用と生徒が考えたくなる 
                  授業づくりを通して- 

 

■特色ある教育活動■ 
〇知：確かな学力 
・知識及び技能の定着  ・思考力･判断力･表現力等の育成 
・主体的な学びの育成 
・理由や根拠を持って表現する生徒の育成 

〇徳：豊かな心 
・自己実現に向け努力し続ける生徒の育成 
・規範意識の醸成 
・チーム学校による生徒指導体制の確立 

〇体：健やかな体 
・健康の保持増進 
・体力の向上に努める生徒の育成 

〇愛：所属愛 
・キャリア教育の充実  ・所属する集団への愛着や誇り 
・竹原の公立学校である「竹中」への誇り  ・地域への貢献 

 

  
賀賀茂茂川川中中学学校校  

 
郵便番号 725-0004 
所 在 地 竹原市東野町 2051 番地 1 
校 長 九十九 邦守 
学 級 数 4 生 徒 数 50 
電 話 0846-29-0200 
Ｅメール takehara-kamogawa-j@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

 
■学校教育目標■  
  自発  
    ‐ 自ら 考え 行動する生徒 ‐ 
 ○学習三則の徹底 
  ＜自発・協同・鍛錬＞ 
 ○生活三則の徹底 
  ＜挨拶励行・時間厳守・環境美化＞  
■学区の概要■ 
 本校の学区は、賀茂川の北部に位置し、市を貫いて流れ
る賀茂川の源流にある中学校区として知られている。山と
川にかこまれた風光明媚な田園地帯にあり、豊かな自然に
恵まれ、学校では懐かしい鐘の音が時を告げている。 
 地域や保護者の教育に寄せる期待と関心は高く、地域の
子供の健全な育成にむけて熱心な活動がなされている。こ
うした地域や家庭の教育力に培われた生徒は素直で明る
く、学校でも落ち着いた雰囲気で学習が進められている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
■研究主題■ 

「主体的に学び合う児童・生徒の育成」 
～日常生活へつなげる道徳教育の充実～ 

～対話的で深い学びを促す指導方法の工夫～  
■特色ある教育活動■ 
◎連携：９年間を見通した小中連携の推進（合同行事、乗り入れ 

授業、体験授業） 
◎心 ：道徳教育の充実 
◎体 ：部活動の充実・食育の充実（自作弁当の日） 
◎表現：話し合い、考えを交流する授業・NIE の推進 
◎体験：職場体験・ボランティア活動（里帰り清掃） 
◎生活：賀茂川スタンダード（特別支援教育の視点から） 
◎安全：防災教育・集団下校・下校パトロール・地域合同避難訓練 
◎自治：生徒会活動の充実 
◎コミュニティ・スクールの推進： 

  育てたい生徒像を共有した、地域とともにある学校づくり 
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吉吉名名学学園園  

 
郵便番号 725-0013 
所 在 地 竹原市吉名町 2671 番地 
校 長 伊場田 真彦 
学 級 数 12 児童生徒数 100 
電 話 0846-28-0205・0846-28-0203 
Ｅメール yoshina-a@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

 
■教育目標■ 
 

「自立した学び」を子供たちに 
 
○ともに咲かそう「３つの笑顔」 
 ・分かる喜び、学ぶ楽しさから生まれる笑顔 
 ・感謝と思いやりの心から生まれる笑顔 
 ・粘り強くやり切った満足から生まれる笑顔 
 
■学区の概要■ 
本校は竹原市の西部に位置し、温暖な気候と自然に恵ま

れている。主な産業としてジャガイモの栽培や煉瓦工場で

知られている。元内閣総理大臣の池田勇人を輩出した土地

柄であり、地域の学校教育への関心は高い。地域全体で吉

名町の子どもたちを育てていこうという教育的風土があ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
■研究主題■ 
主体的に学び 自分の言葉で語る 児童生徒の育成 

～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～ 
  
■特色ある教育活動■ 
◎主体的な学びの風土つくり 

・「YOSHINA 未来学」を中心に探究的な学習の在り方の研究を
推進する 

◎コミュニティ・スクールの推進 
・学校運営協議会制度を活用し、地域とともにある学校をめざす 

◎特別支援教育の推進 
・一人一人の障害の実態や発達段階に応じたきめ細かな指導の充
実を図る  

◎進路指導の充実 
・基礎的・汎用的能力を育成し社会的・職業的自立に向け、体験
的活動の充実を図る 

◎教育環境の充実 
・働き方改革を通じた効率的な指導環境の整備や児童生徒と向き
合う時間を確保する 

  
  

忠忠海海学学園園  
 

郵便番号 729-2317 
所 在 地 竹原市忠海東町三丁目 9 番 1 号 
校 長 藏本 辰英 
学 級 数 13 児童生徒数 145 
電 話 0846-26-0929 
Ｅメール tadanoumi-a@takehara.hiroshima-c.ed.jp 

 
■校訓■ 「広く・やさしく・元気よく」 
■教育目標■ 「練 磨」 
＜協働的な学びを通して、練磨し合い、自己実現を図る児

童生徒の育成＞ 
 
■めざす子ども像■ 
礼儀礼節を重んじ、何事もねばり強くやり抜く児童生徒  
■学区の概要■ 
 忠海は竹原市の東に位置し、往時は商業で栄えた港町で
ある。背後には緑豊かな黒滝山をはじめとする山々が連な
り、前には大久野島の浮かぶ瀬戸の海が広がる風光明媚な
ところである。 
 海岸線に沿って瀬戸内さざなみ線、国道１８５号線が走
り、近くには宮床海岸がある。 

 
 
 
 
 
 
 
■研究主題■ 
   新時代を切り拓く「21 世紀型スキル」の育成 

～探究を主軸とした「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の効果的な接続を通して～ 
■特色ある教育活動■ 
 

 

義務教育学校の特徴を生かし、９年間を見通したカリキュラム
を作成するとともに、ＩＣＴ機器や学校図書館を活用し、世界や
地域・家庭とつながりあう学校づくりを進める。 

【広い学力】 
○基礎学力の定着、向上 
・思考力、読解力、活用力の
育成 

・ＰＢＬ学習、読書活動 

 

【やさしい心】 
○道徳的実践力の育成 
・忠海っ子３つの約束 
①あいさつ②整理整頓③言葉
づかい 

 【元気のよい体】 
○健やかな心と体の育成 
・体力・運動能力調査活用 
・健康教育推進 

 

【信頼される学校づくり】 
○コミュニティ・スクール及

び小中一貫教育の推進 
・国際・地域間交流授業 
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吉吉名名学学園園  

 
郵便番号 725-0013 
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Ｅメール yoshina-a@takehara.hiroshima-c.ed.jp 
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■学区の概要■ 
本校は竹原市の西部に位置し、温暖な気候と自然に恵ま

れている。主な産業としてジャガイモの栽培や煉瓦工場で
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柄であり、地域の学校教育への関心は高い。地域全体で吉

名町の子どもたちを育てていこうという教育的風土があ

る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
■研究主題■ 
主体的に学び 自分の言葉で語る 児童生徒の育成 

～「共創」の視点に立った単元開発及び実践を通して～ 
  
■特色ある教育活動■ 
◎主体的な学びの風土つくり 

・「YOSHINA 未来学」を中心に探究的な学習の在り方の研究を
推進する 

◎コミュニティ・スクールの推進 
・学校運営協議会制度を活用し、地域とともにある学校をめざす 

◎特別支援教育の推進 
・一人一人の障害の実態や発達段階に応じたきめ細かな指導の充
実を図る  

◎進路指導の充実 
・基礎的・汎用的能力を育成し社会的・職業的自立に向け、体験
的活動の充実を図る 

◎教育環境の充実 
・働き方改革を通じた効率的な指導環境の整備や児童生徒と向き
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＜協働的な学びを通して、練磨し合い、自己実現を図る児
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礼儀礼節を重んじ、何事もねばり強くやり抜く児童生徒  
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り、前には大久野島の浮かぶ瀬戸の海が広がる風光明媚な
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を作成するとともに、ＩＣＴ機器や学校図書館を活用し、世界や
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　 １　小・中学校及び義務教育学校児童生徒数

校

番 1年 2年 3年 4年 5年 6年 内81条学級 計

1 大 乗 小 8 5 8 2 7 5 1 35

2 竹 原 小 18 28 20 26 37 34 7 163

3 中 通 小 15 19 18 18 24 16 4 110

4 竹原西小 27 39 28 40 25 29 8 188

5 東 野 小 2 1 3 1 0 8 1 15

6 荘 野 小 9 11 13 6 7 13 5 59

7 仁 賀 小 2 2 0 2 3 0 0 9

81 105 90 95 103 105 26 579

校

番 1年 2年 3年 内81条学級 計

1 竹 原 中 82 87 86 14 255

2 賀茂川中 16 9 25 1 50

98 96 111 15 305

校

番 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 内81条学級 計

1 吉名学園 12 10 5 13 12 7 10 20 11 7 100

2 忠海学園 19 15 13 19 16 16 19 12 16 9 145

31 25 18 32 28 23 29 32 27 16 245

学校名
児　　　童　　・　　生　　　徒　　　　数

義務教育学校計

（令和７年５月１日現在）

学校名
生　　　徒　　　　数

中学校計

（3）義務教育学校児童生徒数
（令和７年５月１日現在）

（1）小学校児童数
（令和７年５月１日現在）

学校名
児　　　童　　　数

小学校計

（2）中学校生徒数
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　 ２　小・中学校及び義務教育学校学級数

校

番 1年 2年 3年 4年 5年 6年 81条学級 計

1 大 乗 小 1 1 1 1 1 1 1 7

2 竹 原 小 1 1 1 1 2 1 2 9

3 中 通 小 1 1 1 1 1 1 1 7

4 竹原西小 1 2 1 2 1 1 2 10

5 東 野 小 1 0 0.5 0.5 0 1 1 4

6 荘 野 小 1 1 1 1 1 1 2 8

7 仁 賀 小 0.5 0.5 0 1 1 0 0 3

6.5 6.5 5.5 7.5 7 6 9 48

校

番 1年 2年 3年 81条学級 計

1 竹 原 中 2 3 3 4 12

2 賀茂川中 1 1 1 1 4

3 4 4 5 16

校

番 1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 81条学級 計

1 吉名学園 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 12

2 忠海学園 1 1 1 1 1 1 1 1 1 4 13

2 2 2 2 2 2 2 2 2 7 25

学校名
学　　　　　　　級　　　　　　　数

義務教育学校計

（令和７年５月１日現在）

学校名
学       級       数

中学校計

（3）義務教育学校学級数
（令和７年５月１日現在）

（1）小学校学級数
（令和７年５月１日現在）

学校名
学　　　　　　　級　　　　　　　数

小学校計

（2）中学校学級数

-15-



―16―

３　小・中学校及び義務教育学校教職員数

校 校

計 校 教 教指 教養 教栄 職事 職事 用 介 教養

番 名 教 務 助

　 長 頭 諭導 諭 諭護 諭養 員務 員務 員 員 諭護

1 大 乗 小 15 1 1 0 7 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0

2 竹 原 小 25 1 1 0 13 0 1 0 1 1 2 4 1 0 0

3 中 通 小 17 1 1 0 8 0 1 0 1 0 1 3 1 0 0

4 竹原西小 28 1 1 0 15 1 1 0 1 0 2 4 2 0 0

5 東 野 小 11 1 1 0 4 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0

6 荘 野 小 19 1 1 0 8 1 1 1 1 0 1 3 1 0 0

7 仁 賀 小 7 1 1 0 2 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1

122 7 7 0 57 5 6 1 7 1 8 16 6 0 1

1 竹 原 中 34 1 1 1 19 1 1 0 1 1 2 4 1 1 0

2 賀茂川中 19 1 1 0 10 1 1 0 1 0 2 1 0 1 0

53 2 2 1 29 2 2 0 2 1 4 5 1 2 0

1 吉名学園 31 1 2 0 18 0 2 0 1 1 3 3 0 0 0

2 忠海学園 34 1 2 1 19 0 2 0 2 0 2 3 2 0 0

65 2 4 1 37 0 4 0 3 1 5 6 2 0 0

240 11 13 2 123 7 12 1 12 3 17 27 9 2 1

　　※ 市費教職員数は、会計年度任用職員等を含む

小学校計

中学校計

義務教育学校計

合　　計

　　         　（令和７年５月１日現在）

教　　　職　　　員　　　数

県　費　教　職　員　数 市 費 教 職 員 数

教諭 校

　
務

補

助

員

部

活

動

指

導

員

再
任
用

短
時
間
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４　学校施設の現況

(１)　小学校  　　　（令和７年５月１日現在)

大　乗 竹　原 中　通 竹原西 東　野 荘　野 仁　賀 合　計

35 163 110 188 15 59 9 579

面積 20,780 20,292 13,618 19,133 9,345 13,313 5,951 102,432

１人当り 593.7 124.5 123.8 101.8 623.0 225.6 661.2 176.9

面積 12,045 9,600 8,180 10,465 5,212 7,295 2,101 54,898

１人当り 344.1 58.9 74.4 55.7 347.5 123.6 233.4 94.8

2,910 5,463 2,404 3,955 2,079 2,265 1,078 20,154

1,100 1,396 997 919 846 808 789 6,855

7 9 7 10 8 8 3 52

理科 1 2 1 1 1 1 1 8

音楽 1 2 1 1 1 1 1 8

図工 1 1 1 1 1 1 1 7

家庭 1 2 1 1 1 1 1 8

図書 1 1 2 1 1 1 1 8
コンピューター 0 1 0 1 0 1 1 4

特別 2 2 2 4 1 0 0 11

多目的 4 12 1 4 1 1 1 24

教育相談 0 1 0 1 1 1 0 4

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
５コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
５コース

昭和53年 1月 昭和51年 3月 昭和47年 3月 昭和44年 3月 昭和57年 3月 昭和63年 3月 平成 6年 3月

昭和55年 3月 平成26年 3月 昭和55年 3月 昭和62年 3月 昭和60年 3月 昭和63年 6月 平成11年 3月

平成12年 3月 昭和49年 7月 昭和53年 7月 昭和54年 8月 昭和52年 8月 昭和58年 2月 昭和39年 9月

(２)　中学校

竹　原 賀茂川 合　計

255 50 305

面積 38,198 20,638 58,836

１人当り 149.8 412.8 192.9

面積 26,001 13,287 39,288

１人当り 102.0 265.7 128.8

7,311 3,200 10,511

1,471 941 2,412

12 4 16

理科 3 1 4

音楽 2 1 3

美術 2 1 3

技術 3 2 5

家庭 3 2 5

視聴覚 1 1 2
コンピューター 1 1 2

図書 2 1 3

特別 5 3 8

多目的 8 3 11

教育相談 5 1 6

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

昭和48年 9月 昭和54年 8月

昭和49年10月 平成 2年 3月

昭和51年 8月 平成 5年 3月

保有教室数

普通教室

特別教室

※小学校「特別教室 特別」とは児童会室、
少人数教室、通級学級等を示す。

※中学校「特別教室 特別」とは生徒会室、
礼法室、少人数教室等を示す。

プール

主要建物の
建築年月

校舎

屋体

プール

学校名

生徒数

校地

校地のうち運動場

建物面積(㎡)
校舎

屋体

保有教室数

普通教室

特別教室

プール

主要建物の
建築年月

校舎

屋体

プール

学校名

児童数

校地

校地のうち運動場

建物面積(㎡)
校舎

屋体

-17-
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４　学校施設の現況

(１)　小学校  　　　（令和７年５月１日現在)

大　乗 竹　原 中　通 竹原西 東　野 荘　野 仁　賀 合　計

35 163 110 188 15 59 9 579

面積 20,780 20,292 13,618 19,133 9,345 13,313 5,951 102,432

１人当り 593.7 124.5 123.8 101.8 623.0 225.6 661.2 176.9

面積 12,045 9,600 8,180 10,465 5,212 7,295 2,101 54,898

１人当り 344.1 58.9 74.4 55.7 347.5 123.6 233.4 94.8

2,910 5,463 2,404 3,955 2,079 2,265 1,078 20,154

1,100 1,396 997 919 846 808 789 6,855

7 9 7 10 8 8 3 52

理科 1 2 1 1 1 1 1 8

音楽 1 2 1 1 1 1 1 8

図工 1 1 1 1 1 1 1 7

家庭 1 2 1 1 1 1 1 8

図書 1 1 2 1 1 1 1 8
コンピューター 0 1 0 1 0 1 1 4

特別 2 2 2 4 1 0 0 11

多目的 4 12 1 4 1 1 1 24

教育相談 0 1 0 1 1 1 0 4

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
５コース

25Ｍ
７コース

25Ｍ
５コース

昭和53年 1月 昭和51年 3月 昭和47年 3月 昭和44年 3月 昭和57年 3月 昭和63年 3月 平成 6年 3月

昭和55年 3月 平成26年 3月 昭和55年 3月 昭和62年 3月 昭和60年 3月 昭和63年 6月 平成11年 3月

平成12年 3月 昭和49年 7月 昭和53年 7月 昭和54年 8月 昭和52年 8月 昭和58年 2月 昭和39年 9月

(２)　中学校

竹　原 賀茂川 合　計

255 50 305

面積 38,198 20,638 58,836

１人当り 149.8 412.8 192.9

面積 26,001 13,287 39,288

１人当り 102.0 265.7 128.8

7,311 3,200 10,511

1,471 941 2,412

12 4 16

理科 3 1 4

音楽 2 1 3

美術 2 1 3

技術 3 2 5

家庭 3 2 5

視聴覚 1 1 2
コンピューター 1 1 2

図書 2 1 3

特別 5 3 8

多目的 8 3 11

教育相談 5 1 6

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

昭和48年 9月 昭和54年 8月

昭和49年10月 平成 2年 3月

昭和51年 8月 平成 5年 3月

保有教室数

普通教室

特別教室

※小学校「特別教室 特別」とは児童会室、
少人数教室、通級学級等を示す。

※中学校「特別教室 特別」とは生徒会室、
礼法室、少人数教室等を示す。

プール

主要建物の
建築年月

校舎

屋体

プール

学校名

生徒数

校地

校地のうち運動場

建物面積(㎡)
校舎

屋体

保有教室数

普通教室

特別教室

プール

主要建物の
建築年月

校舎

屋体

プール

学校名

児童数

校地

校地のうち運動場

建物面積(㎡)
校舎

屋体
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(３)　義務教育学校  　　　（令和７年５月１日現在)

吉名学園 忠海学園 合　計

100 145 245

面積 41,271 32,254 73,525

１人当り 412.7 222.4 300.1

面積 16,370 18,560 34,930

１人当り 163.7 128.0 142.6

3,702 4,773 8,475

1,012 1,236 2,248

12 13 25

理科 1 2 3

音楽 1 1 2

美術 1 1 2

技術 1 2 3

家庭 1 2 3

図書 1 1 2

コンピューター 1 1 2

特別 6 4 10

多目的 1 2 3

教育相談 1 3 4

25Ｍ
７コース

25Ｍ
７コース

昭和58年 1月 昭和50年 3月

昭和59年 3月 昭和52年3月

昭和63年 3月 昭和55年10月

保有教室数

普通教室

特別教室

プール

※義務教育学校「特別教室 特別」とは
児童・生徒会室、礼法室、教科教室等を示す。

主要建物の
建築年月

校舎

屋体

プール

学校名

児童生徒数

校地

校地のうち運動場

建物面積(㎡)
校舎

屋体

-18-
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５ コミュニティ・スクールについて 
 

（１）コミュニティ・スクールとは 

学校運営協議会を設置した学校のことで、学校運営に地域の声を活かす制度であり、学校と

地域を取り巻く課題解決や魅力向上のた

めの仕組みである。学校と地域が同じ目

標をもち、保護者や地域の方が教育の当

事者となることで、子供たちへの教育を

より効果的に進めていくことができる 。 
本市では、令和２年度、先行的に竹原小

学校を含む市内４校に学校運営協議会を

設置し、コミュニティ・スクールの取組を

スタートさせた。令和３年度には市内全

ての学校に取組を広げ、今年度、コミュニ

ティ・スクール全校展開５年目である。 

 
（２）コミュニティ・スクールの取組【忠海学園】 

忠海学園９年生は、総合的な学習の時間に「忠海

未来創造プロジェクト」として、地元の食材を使っ

たお菓子で忠海をＰＲすることを計画した。そこ

で、学校運営協議会において企画をプレゼンテーシ

ョンし、お菓子の種類や資金調達の方法を委員と協

議することで、課題を一つ一つ解決していった。 

最後には、広島空港で行われたイベントにて、地

元食材を使ったカヌレやクッキーを販売すること

ができ、忠海のアピールに大いにつながった。 

生徒は、自分たちの学習や取組が学校運営協議会

委員や地域に支えられながら実践できたことに大きな達成感を感じていた。 

 
（３）コミュニティ・スクールの一層の推進に向けて 

学校運営協議会委員のさらなる当事者意識の涵養とコ

ミュニティ・スクールの深化・発展を図るため、教職員や

学校運営協議会委員を対象とした実践交流会等を実施し

てきた。 
また、令和７年度からは、「竹原市コミュニティ・スクー

ル連絡協議会」を立ち上げ、各校の学校運営協議会委員等

が共に学ぶ場としての研修会を企画・実施するとともに、  
横のつながりを深め、竹原市全体のコミュニティ・スクー

ルの取組充実を図っていく。 

（これからの学校と地域、文部科学省、2020） 

忠海学園（学習活動の様子） 

コミュニティ・スクール推進に向けた研修 

（令和６年度「地域とともにある学校づくり」実践交流会） 
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６ 幼保小連携教育について 
 
本市では、令和４年度より、「竹原市幼保小連携推進協議会」を立ち上げ、構成メンバーを、

市内の認定こども園、小学校及び義務教育学校の所属長、さらに幼保小連携教育の担当の先生

方とし、竹原市内の義務教育開始前後の子供たちの発達や学びの連続性をしっかりと保障して

いくことを目指し取り組んでいる。 
 

（１）幼保小の連携・接続の考え方 
園・所等の教育・保育と小学校及び義務教育学

校の教育においては、それぞれの段階における

役割と責任を果たすとともに、それぞれの教育・

保育の違いを踏まえ、小学校及び義務教育学校

に入学した全ての子供が、園・所等での遊びや生

活を通した育ちと学びを基礎としながら、安心

感を持って新しい学校生活に円滑に移行し、自

己を発揮し成長していくために、子供の育ちと

学びの連続性を保障することが大切である。 
そのため、園・所等での育ちと学びを小学校及び義務教育学校での学びにつなぐ教育活動

を実践するために、小学校及び義務教育学校と園・所等が連携し、お互いの教育・保育を理

解し、見通して、子供の育ちと学びを連続させていく幼保小連携教育の充実を図っていく。 
  
（２）竹原市幼保小連携推進協議会の設置 

市内の認定こども園、小学校及び義務教育学校

の所属長等を対象とした協議会を年に２回実施し

ている。各ブロックでこれまでの取組を交流し合

い、カリキュラムを共有した。今後も、各ブロッ

ク単位で効果的な研修ができるよう、研修形態の

工夫・改善を行う。         
 
（３）竹原市幼保小連携推進研修会の実施 
  小学校及び義務教育学校前期課程において、年  
度当初からスタートカリキュラムを実施してい 
る。４月から５月にかけて、認定こども園等、小 
学校及び義務教育学校の管理職・担当教員を対象 
とした研修を行い、実際の子供たちの姿を通して 
協議を深めることができた。今後２月から３月に 
かけて、認定こども園の保育参観を通した研修を 
実施する予定である。 

幼保小連携推進協議会の様子 

こども園での保育参観の様子 

第１学年スタートカリキュラムの様子 
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６ 学校給食 
 本市では、昭和２２年に一部の学校でミルク給食が始められ、その後、昭和２７年２

月忠海西小学校における学校給食の開始を最初とし、現在では竹原市学校給食センター

から小学校７校、中学校２校、義務教育学校２校の全小・中・義務教育学校へ、安心・

安全な学校給食の提供を行っている。 
給食内容は、基本方針に定めるとおり、食に関する指導の教材となるために、地場産物

や旬の食材の使用や、家庭の食器に近く温かみのある磁器食器やはしの導入などの食事

環境の改善に努めている。 
竹原市学校給食センターで使用する食材選定は、「給食物資の調達に関する要綱」に基

づき毎月入札を行い、公平かつ品質のよい食材の購入を図っている。また、市内の生産

者等と連携しながら、市の特産物や地元で生産される旬の農作物を年間通して計画的に

取り入れている。また、竹原市産の米を使用し、週３．５回を米飯とし、主食・主菜・副

菜のそろった日本型の食事スタイルを基本に、できるだけ手作りで、焼く・蒸す・煮る・

炒めるなどの変化のある献立づくりを図っている。 
さらに、食育を推進していく中で、できるだけ個別対応ができるよう保護者の申請に基づき食物ア

レルギー等対応給食（除去食）を実施している。 
 ⑴ 施設の概要 
   名  称：竹原市学校給食センター 
   所 在 地：竹原市竹原町１６７８番地２７ 
   敷地面積：１，８６８．２５㎡（５６４．０２坪） 
   建築面積：８８１．３０㎡（２６６．６５坪） 
   延床面積：８４８．０９㎡（２５６．６０坪） 
   構 造：鉄骨造 平屋建て 
   調理能力：２，３００食／日 
   仕 様：完全ドライシステム 
   開  設：平成２２年４月１日 
 ⑵ 学校給食センター職員体制            （令和７年５月１日現在） 

所長 副所長 
栄養 

教諭 

事務 

職員 
栄養士 調理員 

〈1〉 
1 

〈1〉 
〈1〉 1 1 (18) 

                               （ ）は民間委託職員 
                                〈 〉は兼務の職員 
 ⑶ 令和７年度事業計画 
   給食の提供：年間約２００日、１日あたりの平均食数 約１，３８０食 
   給食費：小学校２７０円、中学校３１０円 
   学校訪問：給食訪問、給食試食会、教科等での指導、食育月間中の訪問 
   学校への食育情報発信：給食だより（毎月）、たべものあれこれ（毎月） 他 
   竹原市学校給食センター運営委員会の開催 
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７ 食育推進について 
各学校で食育推進リーダーを中心に、地域の特色を生かした食に関する指導計画を作成し、

児童生徒へ各教科における食に関する指導を行っている。 
中でも、栽培活動や調理などの体験学習は、児童生徒の食に対する興味関心を高めるとと

もに、食べ物や生産者への感謝の心が芽生え、学校給食の残菜率の低下などの成果がでてい

る。 
児童生徒の食に関する課題から、令和７年度「食べるの大好き竹原っこ」育成計画の具体

目標を「朝ごはんの喫食率１００％」「食事のマナーを身につけさせる」「食事の準備のでき

る子を育成する」「よく噛んで食べることの大切さを知らせる」の４点を掲げ、竹原市食育推

進行動計画に則しながら継続的な取組を図っている。 
 
 児童生徒へ 

○生きる力（心身の健康） ○作る喜び 
○食べる楽しさ      ○感謝の心 

学校・地域・家庭が共に育てる 

「食べるの大好き竹原っこ」育成計画 

【具体目標】 
１１  朝朝ごごははんんのの喫喫食食率率１１００００％％ 

朝ごはんを毎日食べる。 
生活リズムを整え心身の健康を図るため、早寝早起き朝ごはんに気をつける。 

２２  食食事事ののママナナーーをを身身ににつつけけささせせるる  
はしの持ち方・食べる姿勢・正しい配膳ができ、食事のマナーを身に付ける。 

３３  食食事事のの準準備備ののででききるる子子をを育育成成すするる  
小学校卒業までに、炊飯器でごはんを炊き、自分で１食分の食事を作ることができる。また、中学校・

義務教育学校卒業までに自分の弁当を作ることができるようにする。 
４４  よよくく噛噛んんでで食食べべるるここととのの大大切切ささをを知知ららせせるる  
    よく噛んで食べたり、味わって食べる。 
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マレードの甘辛炒め 
１ まるよしじゃがいもの  

みそ煮 

７ まるよしの肉じゃが ２ 肉みそれんこん丼 

９ 
鶏肉のぶどうジュース

ソースかけ ３ かぐや姫寿司 

１０ マーボーポテト 
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ⅦⅦ  生生涯涯学学習習のの現現況況  
 
１ 生涯学習重点目標  
 
生涯学習を推進するうえで、重要な役割を担う社会教育の充実を図るため、生涯学習の理念に基

づき、豊かな生涯学習社会を築くことを目標に、生涯の各時期に「だれでも、いつでも、どこでも」

学べる体制づくり、また、国際化、情報化、少子高齢化に対応する適切かつ有効な学習活動ができ

るよう学習機会の提供及び環境整備に努める。 
令和４年度から、「竹原市社会教育・生涯学習推進ビジョン」を策定し、社会教育・生涯学習の

取組を効率的に推進していくことを目指す。 
 
 ⑴ 生涯学習の推進 
   「生涯学習推進体制」の確立と学習支援体制の整備及び市民のニーズに対応する学習機会を

充実して、市民の生涯学習を推進する。 
 
 ⑵ 生涯スポーツの振興 
   幼児から高齢者が生涯にわたりスポーツに親しみ、健康・体力つくりの推進を図り、健やか

で豊かな生活を送るための普及・振興を推進する。 
 
 ⑶ 青少年の健全育成（市長部局補助執行） 
   自分たちの住む地域に関心をもち、青少年の連帯や主体性を育てるとともに、地域ぐるみで

青少年の健全育成を図る。 
 
 ⑷ 芸術・文化の振興 
   芸術文化活動を行う個人・団体の交流を促進し、活動の充実や人材の育成に努めるとともに、

活動の場を増やし、連携による相乗効果につながる活動を支援する。 
 
 ⑸ 文化財の保存活用 
   市民一人ひとりが文化財に触れる機会を増やすことで、郷土の文化財について理解を深め、

関係機関・団体と連携する中で、文化財の保存・継承・活用の充実を図る。 
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２ 生涯学習施設 
 ⑴ 教育施設 

施 設 名 所 在 地 構 造 延床面積 施 設 内 容 開始年月 

竹原市民館 中央五丁目 

5番 24号 

RC造 

地上３階 

地下１階 
3,714.33㎡ 

ホール、料理教室、会議

室⑸、和室⑶ 

竹原地域交流センター

併設 

昭和 43 年 10 月 

竹原市 
歴史民俗資料館 

本町三丁目 

11番 16号 

木造 

２階 
242.03㎡ 展示室⑶、交流ホール 昭和 55年 6月 

竹原市町並み 
保存センター 

本町三丁目 

11番 7号 

RC造 

２階 
615.13㎡ 

展示室、収蔵室、集会室、

研究室 
昭和 57年 7月 

旧松阪家住宅 本町三丁目 

9番 22号 

木造 

２階 
449.25㎡ 

玄関、土間、座敷、蔵、

便所、台所 
昭和 59年 6月 

旧光本家住宅 本町三丁目 

7番 4号 

木造 

平屋 
156.02㎡ 

和室、展示室（今井政之

陶芸の館） 
平成 12 年 10 月 

旧森川家住宅 中央三丁目 

16番 33号 

木造 

２階 
841.99㎡ 

主屋、離れ座敷、茶室、

隠居部屋、土蔵、表門、

脇門、塀 

平成 16年 4月 

 
 
 ⑵ 体育施設 

施設名 面積 施設の概要 所在地 

市営テニスコート 1,502.89㎡ テニスコート２面 竹原町 3471番地 

大井スポーツ広場 2,260.00㎡ 多目的グラウンド 下野町 926番地 5 

忠海スポーツ広場 1,120.00㎡ 多目的グラウンド 忠海東町二丁目 5040 番地 

宿根スポーツ広場 588.00㎡ 多目的グラウンド 下野町 345番地 

小梨スポーツ広場 2,706.00㎡ 多目的グラウンド 小梨町 10385番地 3 

田万里スポーツ広場 3,246㎡ 多目的グラウンド 田万里町 1241番地 

田万里プール（休止） 225.00㎡ ２５ｍ×４コース 田万里町 1229番地 1 

バンブー竹原市体育館 3,500.00㎡ バレーボール２面，バトミントン８面，トレーニングルーム，会議室  高崎町 1414番地 

バンブー多目的グラウンド 18,000.00㎡ ４００ｍトラック（８コース），サッカー１面，ソフトボール２面  高崎町 1414番地 

バンブーテニスコート 11,000.00㎡ テニスコート８面 高崎町 1414番地 
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⑶ 地域交流センター 

地域交流 
センター名 所 在 地 

構 造 
（建築年月） 

延床面積 
(㎡) 施設内容 開館年月日 

忠海東 忠海東町五丁目 1 番 13 号 
ＲＣ造２階 

（平成 3 年 1 月） 
432.50 

和室、会議室⑵、 
図書室、調理室、 
集会室 

平成 3 年 1 月 4 日 

忠 海 

忠海中町二丁目 26 番 1 号 
ＲＣ造２階 

（平成 6 年 6 月） 
902.37 

和室⑵、公会堂、 
図書室、調理室、 
生涯学習室 

昭和 29 年 7 月 8 日 

忠海中町二丁目 25 番 1 号 
ＲＣ造２階 
（忠海支所に併設）  

（昭和 58 年 3 月） 
550.29 大ホール 令和 4 年 4 月 1 日 

大 乗 高崎町 185 番地 7 
ＲＣ造２階 

（昭和 57 年 4 月） 
612.00 

和室⑵、会議室⑵、 
資料室、大ホール、 
図書室、調理室 

昭和 57 年 4 月 1 日 

竹 原 中央五丁目 5 番 24 号 
ＲＣ造３階 

（竹原市民館に併設） 
（昭和 43 年 6 月） 

3,714.33 
和室⑶、会議室⑸、 
ホール、料理教室 

昭和 52 年 4 月 19 日 

小 梨 小梨町 10381 番地 1 
Ｓ造平屋 

（昭和 56 年 3 月） 
299.97 

和室⑵、閲覧室、 
集会室、調理室 

昭和 28 年 10 月 1 日 

竹原西 竹原町 2377 番地 1 
ＲＣ造２階 

（昭和 58 年 4 月） 
620.00 

和室⑶、会議室⑵、 
大ホール、調理室 

昭和 58 年 4 月 23 日 

中 通 下野町 3478 番地 
ＲＣ造２階 

（昭和 63 年 3 月） 
604.47 

和室⑵、会議室⑶、 
図書室、調理室 

昭和 63 年 3 月 29 日 

東 野 東野町 887 番地 
ＲＣ造２階 

（平成 1 年 3 月） 
609.77 

和室⑷、会議室⑵、 
図書室、調理室 

昭和 28 年 10 月 11 日 

荘 野 西野町 2054 番地 1 
ＲＣ造２階 

（平成 3 年 5 月） 
606.75 

和室⑵、図書室、 
大会議室⑵、 
小会議室⑵、 
調理室 

昭和 27 年 3 月 2 日 

田万里 田万里町 1229 番地 1 
ＲＣ造２階 

（平成 5 年 4 月） 
1,554.25 

和室⑵、会議室、 
図書室、調理室、 
屋内運動場 

昭和 29 年 12 月 12 日 

仁 賀 仁賀町 1292 番地１ 
木造平屋 

（昭和 57 年 4 月） 
180.94 

和室⑵、研修室、 
調理室 

昭和 31 年 9 月 18 日 

大 井 下野町 1525 番地 
ＲＣ造２階 

（平成 4 年 3 月） 
608.24 

和室⑷、大会議室、 
図書室、調理室 

昭和 38 年 5 月 25 日 

吉 名 吉名町 4956 番地 22 
ＲＣ造２階 

（昭和 60 年 4 月） 
660.00 

和室⑵、会議室⑶、 
ホール、調理室  

昭和 34 年 6 月 10 日 
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⑶ 地域交流センター 

地域交流 
センター名 所 在 地 

構 造 
（建築年月） 

延床面積 
(㎡) 施設内容 開館年月日 

忠海東 忠海東町五丁目 1 番 13 号 
ＲＣ造２階 

（平成 3 年 1 月） 
432.50 

和室、会議室⑵、 
図書室、調理室、 
集会室 

平成 3 年 1 月 4 日 

忠 海 

忠海中町二丁目 26 番 1 号 
ＲＣ造２階 

（平成 6 年 6 月） 
902.37 

和室⑵、公会堂、 
図書室、調理室、 
生涯学習室 

昭和 29 年 7 月 8 日 

忠海中町二丁目 25 番 1 号 
ＲＣ造２階 
（忠海支所に併設）  

（昭和 58 年 3 月） 
550.29 大ホール 令和 4 年 4 月 1 日 

大 乗 高崎町 185 番地 7 
ＲＣ造２階 

（昭和 57 年 4 月） 
612.00 

和室⑵、会議室⑵、 
資料室、大ホール、 
図書室、調理室 

昭和 57 年 4 月 1 日 

竹 原 中央五丁目 5 番 24 号 
ＲＣ造３階 

（竹原市民館に併設） 
（昭和 43 年 6 月） 

3,714.33 
和室⑶、会議室⑸、 
ホール、料理教室 

昭和 52 年 4 月 19 日 

小 梨 小梨町 10381 番地 1 
Ｓ造平屋 

（昭和 56 年 3 月） 
299.97 

和室⑵、閲覧室、 
集会室、調理室 

昭和 28 年 10 月 1 日 

竹原西 竹原町 2377 番地 1 
ＲＣ造２階 

（昭和 58 年 4 月） 
620.00 

和室⑶、会議室⑵、 
大ホール、調理室 

昭和 58 年 4 月 23 日 

中 通 下野町 3478 番地 
ＲＣ造２階 

（昭和 63 年 3 月） 
604.47 

和室⑵、会議室⑶、 
図書室、調理室 

昭和 63 年 3 月 29 日 

東 野 東野町 887 番地 
ＲＣ造２階 

（平成 1 年 3 月） 
609.77 

和室⑷、会議室⑵、 
図書室、調理室 

昭和 28 年 10 月 11 日 

荘 野 西野町 2054 番地 1 
ＲＣ造２階 

（平成 3 年 5 月） 
606.75 

和室⑵、図書室、 
大会議室⑵、 
小会議室⑵、 
調理室 

昭和 27 年 3 月 2 日 

田万里 田万里町 1229 番地 1 
ＲＣ造２階 

（平成 5 年 4 月） 
1,554.25 

和室⑵、会議室、 
図書室、調理室、 
屋内運動場 

昭和 29 年 12 月 12 日 

仁 賀 仁賀町 1292 番地１ 
木造平屋 

（昭和 57 年 4 月） 
180.94 

和室⑵、研修室、 
調理室 

昭和 31 年 9 月 18 日 

大 井 下野町 1525 番地 
ＲＣ造２階 

（平成 4 年 3 月） 
608.24 

和室⑷、大会議室、 
図書室、調理室 

昭和 38 年 5 月 25 日 

吉 名 吉名町 4956 番地 22 
ＲＣ造２階 

（昭和 60 年 4 月） 
660.00 

和室⑵、会議室⑶、 
ホール、調理室  

昭和 34 年 6 月 10 日 
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竹 原 市 文 化 財 一 覧 表    

種別 名称 所在 指定年月日 

国 

重要文化財 

銅鐘（高麗鐘） 本町三丁目 13-1 明治 43年(1910)4月 20日 

春風館賴家住宅 本町三丁目 7-24 昭和 63年(1988)12月 19日 

復古館賴家住宅 本町三丁目 7-26 昭和 63年(1988)12月 19日 

天然記念物 

スナメリクジラ廻游海面 高崎町阿波島南端 昭和 5年(1930)11月 19日 

忠海八幡神社社叢 
忠海中町三丁目 

7-15 
昭和 11年(1936)9月 3日 

重要伝統的         

建造物群保存地

区 

竹原市竹原地区 

伝統的建造物群保存地区 

本町一丁目､三丁目､

四丁目の一部 

昭和 57年(1982)12月 16日

選定 

登録有形文化財 旧日の丸写真館 本町一丁目 3-6 平成 26年(2014)12月 19日 

県 

重要文化財 
木造十一面観音立像 本町三丁目 10-44 昭和 37年(1962)3月 29日 

木造聖観音菩薩坐像 吉名町観音谷 昭和 53年(1978)1月 31日 

史跡 

礒宮 田ﾉ浦一丁目 6-8 昭和 12年(1937)5月 28日 

唐崎常陸介之墓 本町一丁目 16-22 昭和 17年(1942)6月 9日 

頼惟清旧宅 本町三丁目 12-21 昭和 32年(1957)9月 30日 

木村城跡 新庄町末宗 昭和 48年(1973)3月 28日 

天然記念物 
忠海のウバメガシ樹叢 

忠海床浦一丁目 

12-27 
昭和 12年(1937)5月 28日 

楠神社のクスノキ 忠海長浜三丁目 8-1 平成 4年(1992)10月 29日 

無形民俗文化財 
福田のししまい 福田町中谷稲生神社 昭和 56年(1981)4月 17日 

忠海の祇園祭みこし行事 忠海中町三丁目 7-15 昭和 59年(1984)11月 19日 

市 

重要文化財 

光海神社棟札 吉名町宮条 2046 昭和 46年(1971)12月 27日 

吉名八幡宮法楽連歌 吉名町宮条 2046 昭和 46年(1971)12月 27日 

駕籠 忠海床浦二丁目 10-1 昭和 46年(1971)12月 27日 

弾薬輸送庫 忠海床浦二丁目 10-1 昭和 46年(1971)12月 27日 

旧松阪家住宅 本町三丁目 9-22 昭和 60年(1985)4月 10日 

西方寺普明閣・お籠堂 本町三丁目 10-44 昭和 62年(1987)12月 26日 

紙本著色竹原絵屏風 本町三丁目 7-24 平成 2年(1990)2月 14日 

旧森川家住宅 中央三丁目 16-33 平成 16年(2004)7月 21日 

旧吉井家住宅 本町三丁目 8-19 平成 30年(2018)12月 21日 

木造裸形着装阿弥陀如来

立像 
東野町 885番地 令和 3年（2021）8月 26日 

史跡 

福田社倉 福田町中谷 1571 昭和 38年(1963)9月 13日 

郷賢祠 田ﾉ浦二丁目 昭和 38年(1963)9月 13日 

横大道古墳群 新庄町鷺ﾉ森 331 昭和 38年(1963)9月 13日 

田万里鏡田古墳群 田万里町鏡田 昭和 38年(1963)9月 13日 

能島村上氏の遺跡 竹原町 124 外 平成 4年(1992)12月 24日 

東永谷製鉄遺跡 
下野町 966-1,974-1

の一部  
平成 20年(2008)10月 22日 

無形民俗文化財 
田万里八幡神社 

当屋祭オハケ神事 
田万里町 1222 平成 25年(2013)10月 24日 

天然記念物 

宿根の大桜 下野町字宿郷 359 平成 26年(2014)4月 24日 

 

竹原町の長寿ブドウ 

(キャンベル・アーリー

種) 

竹原町字皆実新開

1786番 2 
令和 3年（2021）8月 26日 
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ⅧⅧ  図図書書館館  

 
１ 館 名 市立竹原書院図書館 
 
２ 所在地 竹原市下野町３３０８番地（〒７２５－００１２） 
      ＴＥＬ ０８４６－２２－０７７８ 

ＦＡＸ ０８４６－２２－１０７２ 
      ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://takeharashoin.jp/ 
      ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ library@takeharashoin.jp 
 
３ 開館時間・休館日 

  開館時間  午前１０時～午後６時 

  休 館 日  毎週月曜日（祝日の時は開館、直後の祝日ではない日に振替） 

館内整理日、特別整理期間 

年末年始(１２月２９日～１月４日) 

 

４ 施設・設備 フジ竹原店テナント敷地内（平成３０年４月１日から仮移転） 
  建物面積     ５０２ . ２㎡ 
  児童コーナー     ５５. ０３㎡  一般図書コーナー ２８６. ０７㎡  
  事務室・作業室  １６１. １㎡  
 
５ 館の概要 
 ⑴ 名称の由来 

寛政５年（１７９３年）に郷土の先賢によって、子弟のために設けられた郷

塾からはじまり、その後、明治４３年（１９１０年）有志の手によって、社団

法人「竹原書院」の名称で図書館活動が受け継がれた。昭和４年（１９２９年）

に町立図書館「竹原書院」となり、昭和３３年（１９５８年）の市制施行によ

り、「竹原市立書院図書館」に、そして、その後現在の「市立竹原書院図書館」

となった。 
 

 ⑵ 所蔵の特色 
    「竹原書院」時代から、受け継がれた江戸時代の製塩業関係古文書、竹原の

歴史・風俗が書かれた和本・古地図や賴山陽に関する刊行された資料を多数収

集・所蔵している。 
 
 ⑶ 移動図書館車 

利用者の利便性向上のため、昭和５７年１０月から、移動図書館車「わかた  

け号」を市内ステーションに定期的に巡回している。令和６年４月から移動図

書館車を更新（小型化）し、わかたけ４号として運行している。 
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⑷ 電子図書館 
令和２年１１月から、市内在住の図書館利用登録者が利用できる電子図書 

サービスを行っている。 
 
６ 分類別蔵書数 

（令和７年３月３１日現在） 
区 分 

分 類 
蔵 書 数 

年 間 増 加 冊 数 
受 入 廃 棄 等 小 計 

０．総 記 12,573 116 363 △247 
１．哲 学 6,236 66 671 △605 
２．歴 史 16,257 152 836 △684 
３．社 会 科 学 21,899 365 573 △208 
４．自 然 科 学 11,447 234 1,130 △896 
５．工 学 11,512 195 1,265 △1,070 
６．産 業 5,338 78 470 △392 
７．芸 術 12,901 160 818 △658 
８．語 学 2,428 38 390 △352 
９．文 学 80,951 1,193 11,370 △10,177 

計 181,542 2,597 17,886 △15,289 

内 
児 童 書 46,093 1,058 1,693 △635 
郷 土 18,683 148 0 148 

その他（漫画図書） 1,950 0 50   △50       
蔵 書 冊 数        183,492 冊 

 
 令和６年度受入内訳      購 入      ２，１８５冊 
                寄 贈        ３９０冊 
                そ の 他         ２２冊 
                遡及入力          ０冊 
                 計        ２，５９７冊 
 

７ 郷土資料 

区  分 内  容 冊 数 ・ 点 数 

図 書 
竹原市内に関するもの 9,369 
広島県内に関するもの 9,314 

近 世 文 書 
市史編さん史料として、合併町村から

集めたもの、及び竹原塩田関係史料 
約 20,000 

古地図・拓本類 
江戸時代の古地図（軸物）と、郷土に

関した拓本類 
32 
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８ 利用状況 

⑴  開館日数（令和６年度） 

    ・本  館              ２８６日 

    ・移動図書館車             ９６日 

 

 ⑵ 図書館の利用 

 本館 移動図書館車 合計 

個 人 貸 出 
登 録 者 数 16,310 ― 16,310 
貸 出 者 数 ※１ 28,821 4,969 33,790 
貸 出 冊 数 113,035 12,813 125,848 

団 体 貸 出 
団体登録者数 134 ― 134 
貸 出 冊 数 6,493 24,486 30,979 

停 本 所 
停 本 所 数 10 ― 10 
貸 出 冊 数 9,668 ― 9,668 
貸出冊数合計 129,196 37,299 166,495 

 ※1 個人貸出の貸出者数については、令和 5 年度より WEB 貸出者数を含めている。 
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８ 利用状況 

⑴  開館日数（令和６年度） 

    ・本  館              ２８６日 

    ・移動図書館車             ９６日 

 

 ⑵ 図書館の利用 

 本館 移動図書館車 合計 

個 人 貸 出 
登 録 者 数 16,310 ― 16,310 
貸 出 者 数 ※１ 28,821 4,969 33,790 
貸 出 冊 数 113,035 12,813 125,848 

団 体 貸 出 
団体登録者数 134 ― 134 
貸 出 冊 数 6,493 24,486 30,979 

停 本 所 
停 本 所 数 10 ― 10 
貸 出 冊 数 9,668 ― 9,668 
貸出冊数合計 129,196 37,299 166,495 

 ※1 個人貸出の貸出者数については、令和 5 年度より WEB 貸出者数を含めている。 
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ⅩⅩ  令令和和７７年年度度竹竹原原市市教教育育委委員員会会のの主主要要なな事事業業  

１ 竹原市教育大綱【令和６年度～令和１０年度】 

  

第６次竹原市総合計画～後期基本計画～を構成する４つの将来像のうち、「“文教のまちたけはら”

の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々を輩出するまち」「自然・歴史・文化に育ま

れ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わいのあるまち」を目指すため、竹原市教育大綱

では、『グローバル社会を生き抜く人づくり』を基本理念として設定しました。 
この基本理念を実現するため、総合計画の施策の方向性を活かしつつ、「学校教育」、「生涯学習・

青少年育成」、「歴史・文化財」の３項目を柱とし、１０年後の目指す姿を掲げ、取組の方向性を示し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

将将来来像像  

【人材】「“文教のまちたけはら”の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々 
を輩出するまち」 

【個性】「自然・歴史・文化に育まれ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わ 
いのあるまち」 

目目標標像像  

【人材】子供たちが夢の実現に向け挑戦できる環境が確保されている 
【人材】市民一人一人が自ら学び、様々な場面で協力しながら活躍している 
【個性】竹原らしさを感じるまちに人々が集まり賑わいが生まれている 

 
○【人材】学校教育 
 夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くことができる人材を育成して
いる 

○【人材】生涯学習・青少年育成 
 ・多彩な生涯学習の場が充実し、それらを担い、推進していく人材が育っている 
 ・青少年が健全に成長できる環境が充実している 
○【個性】歴史・文化財 
 歴史と文化財が保存・継承され、地域の活性化に活かされている 

教育大綱：３つの柱【１０年後の目指す姿⇒取組の方向性】 

基本理念：「グローバル社会を生き抜く人づくり」 
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Ⅸ たけはら美術館（閉館）

たけはら美術館は、広島県、竹原市並びに竹原商工会議所が合同で建設した「たけはら合同ビ

ル」の一角に、本市の芸術・文化振興の拠点として、美術品の鑑賞の機会を提供し、広く文化活

動のために利用していただくため、平成４年１１月１日に開館した。

 この「たけはら合同ビル」を、市の庁舎として整備することに伴い、令和５年３月３１日に閉館

した。

現在、竹原市美術品展示機能の再構築に向けて検討を行っている。

竹原市美術品収蔵品について

 本市出身の元内閣総理大臣池田勇人氏が生前愛蔵し、昭和４１年に故人の遺志を受けてご遺族

から寄贈された美術品（池田コレクション）を所蔵している。

 池田コレクションは、竹原にゆかりのある江戸後期の儒学者賴山陽（書）の他、狩野芳崖、 

横山大観、川合玉堂（日本画）、藤田嗣治（素描）、安井曾太郎（油彩画）、棟方志功（水彩画）

等、約１５０点を所蔵している。

令和５年１２月に竹原市へ、故今井政之氏のご遺族から作品７５７点を寄附受納した。 

収蔵品数

（令和７年４月現在）

区 分 池田コレクション その他の収蔵品 合 計

日 本 画 46 17 63 
油 彩 画 6 40 46 
水 彩 画 1 0 1 
パステル 1 0 1 
素 描 1 17 18 

書 22 57 79 
彫 塑 6 13 19 
工 芸 18 781 799 
版 画 0 12 12 
そ の 他 47 76 123 
合 計 148 1,013 1,161 



- 32 - 

 

ⅩⅩ  令令和和７７年年度度竹竹原原市市教教育育委委員員会会のの主主要要なな事事業業  

１ 竹原市教育大綱【令和６年度～令和１０年度】 

  

第６次竹原市総合計画～後期基本計画～を構成する４つの将来像のうち、「“文教のまちたけはら”

の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々を輩出するまち」「自然・歴史・文化に育ま

れ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わいのあるまち」を目指すため、竹原市教育大綱

では、『グローバル社会を生き抜く人づくり』を基本理念として設定しました。 
この基本理念を実現するため、総合計画の施策の方向性を活かしつつ、「学校教育」、「生涯学習・

青少年育成」、「歴史・文化財」の３項目を柱とし、１０年後の目指す姿を掲げ、取組の方向性を示し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

将将来来像像  

【人材】「“文教のまちたけはら”の精神を受け継ぎ、地域を支え、世界中で活躍する人々 
を輩出するまち」 

【個性】「自然・歴史・文化に育まれ、人々に守られ磨かれた資源が人々を魅了する賑わ 
いのあるまち」 

目目標標像像  

【人材】子供たちが夢の実現に向け挑戦できる環境が確保されている 
【人材】市民一人一人が自ら学び、様々な場面で協力しながら活躍している 
【個性】竹原らしさを感じるまちに人々が集まり賑わいが生まれている 

 
○【人材】学校教育 
 夢をもち、多様な人々と協働し、社会を主体的に生き抜くことができる人材を育成して
いる 

○【人材】生涯学習・青少年育成 
 ・多彩な生涯学習の場が充実し、それらを担い、推進していく人材が育っている 
 ・青少年が健全に成長できる環境が充実している 
○【個性】歴史・文化財 
 歴史と文化財が保存・継承され、地域の活性化に活かされている 

教育大綱：３つの柱【１０年後の目指す姿⇒取組の方向性】 

基本理念：「グローバル社会を生き抜く人づくり」 
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２２ 令令和和７７年年度度竹竹原原市市教教育育委委員員会会のの主主要要なな事事業業    
 竹原市教育大綱に基づき、重点的に取り組む施策を推進するための事務事業は次のとおりです。 

 

  

  

 
重重点点的的施施策策  担担当当課課  

  事事業業内内容容  

地地域域ととととももににああるる信信頼頼さされれ

るる学学校校づづくくりりのの推推進進  

地地域域ととととももににああるる学学校校づづくくりりのの推推進進  総総務務学学事事課課  

学学校校のの自自主主性性・・自自律律性性のの確確立立  総総務務学学事事課課  

人人材材育育成成のの推推進進  総総務務学学事事課課  

幼幼保保小小連連携携教教育育のの推推進進  連連携携・・接接続続体体制制のの充充実実  総総務務学学事事課課  

接接続続カカリリキキュュララムムのの充充実実  総総務務学学事事課課  

「「確確かかなな学学力力」」のの向向上上  「「主主体体的的なな学学びび」」をを促促すす教教育育活活動動のの推推進進  総総務務学学事事課課  

基基礎礎学学力力のの定定着着・・向向上上  総総務務学学事事課課  

ＩＩＣＣＴＴ活活用用教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

特特別別支支援援教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

ここととばばのの教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

「「豊豊かかなな心心」」のの育育成成  生生徒徒指指導導のの充充実実  総総務務学学事事課課  

道道徳徳教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

体体験験活活動動のの充充実実  総総務務学学事事課課  

伝伝統統・・文文化化等等にに関関すするる教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

キキャャリリアア教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

「「健健ややかかなな体体」」のの育育成成  体体力力つつくくりりのの充充実実  総総務務学学事事課課  

健健康康教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

食食育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

充充実実ししたた教教育育環環境境づづくくりり  小小中中一一貫貫教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

学学校校のの適適正正配配置置  総総務務学学事事課課  

 

①① 学学校校教教育育  
夢夢ををももちち、、多多様様なな人人々々とと協協働働しし、、社社会会をを主主体体的的にに生生きき抜抜くくここととががででききるる人人材材をを育育成成ししてていいるる  

―33―



- 33 - 

 

２２ 令令和和７７年年度度竹竹原原市市教教育育委委員員会会のの主主要要なな事事業業    
 竹原市教育大綱に基づき、重点的に取り組む施策を推進するための事務事業は次のとおりです。 

 

  

  

 
重重点点的的施施策策  担担当当課課  

  事事業業内内容容  

地地域域ととととももににああるる信信頼頼さされれ

るる学学校校づづくくりりのの推推進進  

地地域域ととととももににああるる学学校校づづくくりりのの推推進進  総総務務学学事事課課  

学学校校のの自自主主性性・・自自律律性性のの確確立立  総総務務学学事事課課  

人人材材育育成成のの推推進進  総総務務学学事事課課  

幼幼保保小小連連携携教教育育のの推推進進  連連携携・・接接続続体体制制のの充充実実  総総務務学学事事課課  

接接続続カカリリキキュュララムムのの充充実実  総総務務学学事事課課  

「「確確かかなな学学力力」」のの向向上上  「「主主体体的的なな学学びび」」をを促促すす教教育育活活動動のの推推進進  総総務務学学事事課課  

基基礎礎学学力力のの定定着着・・向向上上  総総務務学学事事課課  

ＩＩＣＣＴＴ活活用用教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

特特別別支支援援教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

ここととばばのの教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

「「豊豊かかなな心心」」のの育育成成  生生徒徒指指導導のの充充実実  総総務務学学事事課課  

道道徳徳教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

体体験験活活動動のの充充実実  総総務務学学事事課課  

伝伝統統・・文文化化等等にに関関すするる教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

キキャャリリアア教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

「「健健ややかかなな体体」」のの育育成成  体体力力つつくくりりのの充充実実  総総務務学学事事課課  

健健康康教教育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

食食育育のの充充実実  総総務務学学事事課課  

充充実実ししたた教教育育環環境境づづくくりり  小小中中一一貫貫教教育育のの推推進進  総総務務学学事事課課  

学学校校のの適適正正配配置置  総総務務学学事事課課  

 

①① 学学校校教教育育  
夢夢ををももちち、、多多様様なな人人々々とと協協働働しし、、社社会会をを主主体体的的にに生生きき抜抜くくここととががででききるる人人材材をを育育成成ししてていいるる  
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重重点点的的施施策策  担担当当課課  

  事事業業内内容容  

生生涯涯学学習習拠拠点点・・機機会会のの充充実実  拠拠点点施施設設のの周周知知広広報報とと学学校校やや文文化化活活動動団団体体等等とと

のの連連携携にによよるる利利用用促促進進  

文文化化生生涯涯学学習習課課  

地地域域課課題題ややラライイフフスステテーージジにに応応じじたた講講座座等等のの提提

供供  

文文化化生生涯涯学学習習課課  

学学校校とと地地域域のの協協働働にによよるる生生

涯涯学学習習のの推推進進  

学学校校とと地地域域のの連連携携強強化化にによよるる生生涯涯学学習習環環境境のの充充

実実  

文文化化生生涯涯学学習習課課  

生生涯涯学学習習をを通通じじたた地地域域活活動動のの担担いい手手のの育育成成  文文化化生生涯涯学学習習課課  

ススポポーーツツ、、芸芸術術・・文文化化のの振振

興興  

普普及及、、指指導導団団体体をを担担うう人人材材のの育育成成  文文化化生生涯涯学学習習課課  

各各種種ススポポーーツツ・・文文化化芸芸術術イイベベンントトのの開開催催  文文化化生生涯涯学学習習課課  

家家庭庭・・学学校校・・地地域域等等のの連連携携

にによよるる教教育育力力向向上上のの推推進進  

子子育育ててにに関関すするる学学習習機機会会のの提提供供にによよるる家家庭庭教教育育

力力のの向向上上  

健健康康ここどどもも未未来来課課  

家家庭庭、、学学校校、、地地域域等等のの連連携携にによよるる地地域域全全体体のの教教育育

力力のの向向上上  

健健康康ここどどもも未未来来課課  

  
  
  
  

重重点点的的施施策策  担担当当課課  

  事事業業内内容容  

文文化化財財のの保保存存・・継継承承のの推推進進  文文化化財財及及びび歴歴史史資資料料のの調調査査・・記記録録  文文化化生生涯涯学学習習課課  

文文化化財財のの指指定定・・登登録録にによよるる保保存存・・継継承承  文文化化生生涯涯学学習習課課  

町町並並みみ保保存存地地区区ににおおけけるる伝伝統統的的建建造造物物のの保保存存修修

理理とと修修景景にによよるる歴歴史史的的景景観観のの保保全全  

文文化化生生涯涯学学習習課課  

文文化化財財のの活活用用のの推推進進  文文化化財財のの公公開開活活用用のの促促進進  文文化化生生涯涯学学習習課課  

文文化化財財のの適適正正なな維維持持管管理理  文文化化生生涯涯学学習習課課  

歴歴史史的的建建造造物物のの活活用用にに向向けけたた取取組組  文文化化生生涯涯学学習習課課  

歴歴史史資資産産のの普普及及啓啓発発のの推推進進  歴歴史史・・文文化化財財にに関関すするる講講座座等等のの開開催催にによよるる普普及及啓啓

発発  

文文化化生生涯涯学学習習課課  

文文化化財財にに関関すするる情情報報発発信信  文文化化生生涯涯学学習習課課  

  

  

②②  生生涯涯学学習習・・青青少少年年育育成成  
・・多多様様なな生生涯涯学学習習のの場場がが充充実実しし、、そそれれららをを担担いい、、推推進進ししてていいくく人人材材がが育育っってていいるる  
・・青青少少年年がが健健全全にに成成長長ででききるる環環境境がが充充実実ししてていいるる  

③③  歴歴史史・・文文化化財財  
  歴歴史史とと文文化化財財がが保保存存・・継継承承さされれ、、地地域域のの活活性性化化にに活活かかさされれてていいるる  
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